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Command/Ctrl + Shift を押しながら、このテキスト項目をクリックします。1.Amazon RDS で SQL Server データベースインスタンスを作成する

このステップでは、Amazon RDS で SQL Server データベースインスタンスを作成し
ます。このインスタンスは既存のデータをコピーした後、プライマリデータベース
として使用されます。

開始するには Amazon RDS コンソールに移動します。メインページ
で、[Create database] (データベースの作成) を選択して新しいデータベースを作成
します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これによりデータベース作成ウィザードが起動します。[Engine options]  
(エンジンのオプション) セクションで、[Engine type] (エンジンのタイプ) として 
Microsoft SQL Server を選択します。次に使用する SQL Server のエディションとバ
ージョンを選択します。

Amazon RDS で SQL Server を使用する場合、商用ライセンスが含まれているため、
自分でライセンスを管理することを心配する必要はありません。

https://console.aws.amazon.com/rds/home
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Command/Ctrl + Shift を押しながら、このテキスト項目をクリックします。

データベース作成ウィザードには、Amazon RDS データベースの設定を簡単にでき
るようにするテンプレートが含まれています。このデータベースを作成して本番環
境で使用する場合は、[Production] (本番稼働用テンプレート) を選択する必要があ
ります。

[Settings] (設定) セクションでデータベースに名前を付け、マスターユーザー名とパ
スワードを設定します。これらはデータベースに接続して追加のユーザーを作成す
る際に必要になるため、書き留めておいてください。
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Command/Ctrl + Shift を押しながら、このテキスト項目をクリックします。

次に、データベースのインスタンスサイズを選択します。この選択は、推定キャ
パシティーに基づいて行う必要があります。Amazon Elastic Compute Cloud または 
Amazon EC2 で独自のデータベースを管理している場合は、現在の Amazon EC2 イ
ンスタンスサイズを Amazon RDS インスタンスサイズと比較することができます。

将来的にデータベースインスタンスのサイズを増減したい場合は、Amazon RDS を
使用すれば簡単に実行できます。ただし、データベースサイズを変更する際は、ダ
ウンタイムが発生する場合があります。

https://aws.amazon.com/ec2/
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次に、Amazon RDS データベースのストレージオプションを設定しま
す。Amazon RDS には、汎用およびプロビジョンド IOPS の 2 つのストレージオプ
ションがあります。汎用ストレージでは割り当てられたストレージの GiB ごとに 
3 IOPS (I/O オペレーション/秒) を受け取ります。したがって、100 GiB のストレー
ジは 300 IOPS になります。さらに、最大 3,000 IOPS のバーストキャパシティーを
受け取ります。

プロビジョニング済みストレージでは、ストレージキャパシティーとは別に IOPS 
をプロビジョニングできます。これにより、ニーズに合わせてストレージと運用設
定を調整できます。
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次に、スタンバイインスタンスを作成するかどうかを決定します。スタンバイイン
スタンスは、障害発生時に利用可能なデータのレプリカです。単一のデータセンタ
ー内における障害の影響を最小限に抑えるために、Amazon RDS データベースと同
じ AWS リージョンの異なるアベイラビリティーゾーンに配置されています。稼働時
間が不可欠な本番環境データベースを実行している場合は、スタンバイインスタン
スを推奨します。

Amazon RDS データベース作成ウィザードの次のセクションは、接続に関するもの
です。データベースが存在する Amazon Virtual Private Cloud (VPC) およびデータベ
ースインスタンスのネットワークサブネットとセキュリティグループを指定する必
要があります。

Amazon EC2 のセルフマネージド型データベースインスタンスから移行する場合
は、既存のデータベースと同じ VPC とセキュリティグループを使用できます。

AWS でホストされていないデータベースから移行するが、アプリケーションがアマ
ゾン ウェブ サービス (AWS) でホストされている場合は、アプリケーションに使用さ
れるものと同じ VPC を選択します。次に、データベースインスタンス用の新しいセ
キュリティグループを作成します。

https://aws.amazon.com/vpc/
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バックアップ、監視、メンテナンス、自動アップグレードの設定など、設定可能な
追加の設定オプションがいくつかあります。ほとんどのケースはデフォルト設定で
問題ありませんが、ニーズに合っているかどうかを確認する必要があります。
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データベース作成ウィザードの最後に、データベースインスタンスの推定月間コス
トが表示されます。[Create database] (データベースの作成) を選択して、データベ
ースインスタンスを作成します。

Amazon RDSがインフラストラクチャをプロビジョンし、データベースを初期化して
いるとき、データベースのステータスは [Creating] (作成中) になります。

データベースを使用する準備ができたら、ステータスは [Available] (利用可能) にな
ります。
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このステップでは、Amazon RDS で本番稼働用フルマネージド SQL Server データベ
ースインスタンスを作成しました。次のステップでは、AWS DMS でレプリケーショ
ンインスタンスを作成します。
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2.AWS Database Migration Service でレプリケーションインスタンスを作成する

2 つ目のステップでは AWS Database Migration Service (AWS DMS) でレプリケーショ
ンインスタンスを作成します。レプリケーションインスタンスは、AWS DMS 内でレ
プリケーションタスクをホストできる Amazon EC2 インスタンスです。AWS DMS を
使用すると、既存のデータベースから新しいマネージド型データベースにデータを
移行する繊細なタスクを自動化することができます。

レプリケーションインスタンスを作成するには、AWS DMS コンソールの 
[Replication Instances] (レプリケーションインスタンス) セクションに移動します。[Create replication 
instance] (レプリケーションインスタンスの作成) を選択して、レプリケーションイ
ンスタンスの作成ウィザードを開始します。

[Replication instance configuration] (レプリケーションインスタンスの設定) セクシ
ョンで、レプリケーションインスタンスの名前と説明を入力します。次に、インス
タンスクラスを選択します。使用するインスタンスクラスは、既存のデータベース
のサイズとそのデータベースを通過するデータの量によって異なります。

次に、AWS DMS のエンジンのバージョンを選択します。最後に、レプリケーション
インスタンスに割り当てられるストレージ量を選択します。

https://console.aws.amazon.com/dms/v2/home#replicationInstances
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[Replication instance configuration] (レプリケーションインスタンスの設定) セクシ
ョンを続行する際は、レプリケーションインスタンスの VPC を選択する必要があ
ります。レプリケーションインスタンスへのネットワークアクセスを容易にするた
め、Amazon RDS データベースをプロビジョニングした VPC と同じ VPC を選択します。

レプリケーションインスタンスにマルチ AZ 設定を選択して、冗長性を確保すること
ができます。AWS DMS を使用して長期間にわたって 2 つのデータベースの同期を維
持している場合は、マルチ AZ 設定を使用することをお勧めします。Amazon RDS の
既存のデータベースからフルマネージド型データベースへのデータの移行を 1 度だ
け実行する場合はマルチ AZ 設定は必要ありません。

最後に、レプリケーションインスタンスをパブリックアクセス可能にするかどうか
を選択します。既存のデータベースが新しいデータベースおよびレプリケーション
インスタンスと同じ VPC にある場合は、レプリケーションインスタンスがパブリッ
クアクセス可能である必要はありません。そうでない場合は、レプリケーションイ
ンスタンスがパブリックにアクセス可能である必要があります。
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次に、[Advanced security and network configuration] (セキュリティとネッ
トワークの設定) セクションを開きます。VPC セキュリティグループの設定で
は、Amazon RDS データベースにアタッチしたものと同じセキュリティグループを
選択します。これによりレプリケーションインスタンスが Amazon RDS データベー
スにアクセスできるようになります。
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また、メンテナンスおよびタグの設定を編集することもできます。

準備ができたら [作成] を選択して AWS DMS にレプリケーションインスタンスを作
成します。
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[Create] (作成) を選択すると AWS がレプリケーションインスタンスをプロビジ
ョニングします。AWS がインスタンスをプロビジョニングして初期化している
間、[Creating] (作成中) のステータスが表示されます。

レプリケーションインスタンスの準備が整うと、ステータスは [Available] (利用可能) 
になります。

レプリケーションインスタンスが利用可能になるのを待つ間に、Amazon EC2 コン
ソールの [Security Groups] (セキュリティグループ) セクションに移動します。レプリケーションイ
ンスタンスがデータベースにアクセスできるようにするには、セキュリティグルー
プにルールを追加する必要があります。

[Security Groups] (セキュリティグループ) セクションで SQL Server データベースイ
ンスタンスおよびレプリケーションインスタンスにアタッチしたセキュリティグル
ープを検索して選択します。

セキュリティグループについて [Edit inbound rules] (インバウンドルールの編集) を
選択します。

https://console.aws.amazon.com/ec2/v2/home#SecurityGroups:
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セキュリティグループにはデータベースの作成に使用した IP アドレスから 
SQL Server インスタンスへのアクセスを許可する既存のルールがあります。既存の 
IP アドレスを削除し、Amazon RDS データベースインスタンスおよびレプリケーシ
ョンインスタンスに使用するセキュリティグループの名前を入力します。画面は次
のようになります。

[Save rules] (ルールを保存) を選択して、更新されたセキュリティグループのルール
を保存します。
レプリケーションインスタンスが利用可能になり、セキュリティグループのルール
を更新したら次の手順に進むことができます。
このステップでは、AWS DMS でレプリケーションインスタンスを作成しました。	
レプリケーションインスタンスは、Amazon RDS の既存のデータベースからフルマ
ネージド型データベースにデータを移行するレプリケーションタスクをホストする
ために使用されます。また、セキュリティグループを更新して、レプリケーション
インスタンスから Amazon RDS の SQL Server データベースインスタンスへのアクセ
スを許可しました。次のステップでは、Amazon RDS でソースデータベースとター
ゲットデータベースのエンドポイントを作成します。
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3.AWS DMS でエンドポイントを作成する

このステップでは、AWS DMS でレプリケーションタスクのソースエンドポイントと
ターゲットエンドポイントを作成します。エンドポイントは、接続アドレス、認証
情報、およびデータベースへの接続に必要なその他の情報を記述します。次のステ
ップでは、これらのエンドポイントを使用して、ソースデータベースからターゲッ
トデータベースにデータをコピーするレプリケーションタスクを作成します。

まず、ターゲットデータベースのエンドポイントを作成しましょう。これは 
Amazon RDS で作成したデータベースです。AWS DMS コンソールの [Endpoints] (エ
ンドポイント) セクションに移動します。[Create endpoint] (エンドポイントの作成) を選択して
新しいエンドポイントを作成します。

エンドポイント作成ウィザードで、ターゲットエンドポイントの作成を選択しま
す。[Select RDS DB Instance] (RDS DB インスタンスの選択) のためのチェックボッ
クスを選択し、ドロップダウンで新しく作成した Amazon RDS データベースを選択
します。

これにより、ほぼすべてのエンドポイント設定の詳細が完了します。セクションの
下部に、パスワードとデータベース名を入力する必要があります。

https://console.aws.amazon.com/dms/v2/home#endpointList
https://console.aws.amazon.com/dms/v2/home#endpointList
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エンドポイントを保存する前に、接続をテストして正しく設定されていることを確
認する必要があります。[エンドポイント接続のテスト] セクションを開き、接続を
テストします。

使用するレプリケーションインスタンスを選択し、[Run test] (テストの実行) を選択
します。数秒後に成功のステータスが表示されます。これは、セキュリティグルー
プとエンドポイントが正しく設定されたことを示しています。[Create endpoint]  
(エンドポイントの作成) を選択して、エンドポイントを保存します。
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これらの手順をもう一度実行して、ソースデータベースのエンドポイントを作成し
ます。ターゲットデータベースとは異なり、接続エンドポイント、ポート、および
認証情報をご自身で入力する必要があります。

また、レプリケーションインスタンスに、ソースデータベースへのネットワークア
クセスがあることを確認する必要があります。ソースデータベースが Amazon EC2 
でホストされている場合は、レプリケーションインスタンスのセキュリティグルー
プからソースデータベースのセキュリティグループへのトラフィックを許可しま
す。ソースデータベースが Amazon EC2 でホストされていない場合は、ソースデー
タベースの場所に応じてネットワーク設定を行う必要があります。

次のステップに進む前に、2 つのエンドポイントを構成する必要があります。1 つは
ソースデータベース用であり、もう 1 つはターゲットデータベース用です。両方の
エンドポイントをテストして、どちらのデータベースにも正常に接続できることを
確認します。その後、次のステップに進むことができます。
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4.AWS DMS でレプリケーションタスクを作成する

このステップでは、AWS DMS でレプリケーションタスクを作成します。レプリケー
ションタスクは、ソースデータベースからターゲットデータベースにデータをコピ
ーします。

開始するには、AWS DMS コンソールの [Replication tasks] (レプリケーションタスク) セクションに移
動します。[Create task] (タスクの作成) を選択して新しいレプリケーションタスク
を作成します。

[Task configuration] (タスクの設定) セクションで、レプリケーションタスクのパラ
メータを設定します。タスクに名前を付けたら、前のステップで作成したレプリケ
ーションインスタンスを選択します。次に、既存のデータベースのソースエンドポ
イントと Amazon RDS のフルマネージド型データベースのターゲットエンドポイン
トを選択します。

移行タイプを選択する必要があります。2 つの移行タイプがあります。

1.	  [Migrate existing data] (既存のデータを移行する) は、ソースデータベースからタ
ーゲットデータベースにデータをコピーする 1 回限りのプロセスを実行します。

2.	 [Replicate data changes] (データ変更をレプリケートする) は、継続的なすべてのオ
ペレーションをソースデータベースからターゲットデータベースにコピーします。

アプリケーションをセルフマネージドデータベースからフルマネージドデータベー
スに移行する場合は、両方のタイプを使用します。最初のタイプでは、データベー
ス内のすべてのデータがコピーされ、2 つ目のタイプでは、新しいデータベースを
使用するようにアプリケーションを切り替えるまで、すべての追加の更新が新しい
データベースにレプリケートされます。

移行タイプとして、[Migrate existing data and replicate ongoing changes] (既存の
データを移行して、継続的な変更をレプリケートする) を選択します。この場合、ソ
ースデータベースで論理レプリケーションを有効にする必要があります。

https://console.aws.amazon.com/dms/v2/home#tasks
https://docs.aws.amazon.com/dms/latest/userguide/CHAP_Source.PostgreSQL.html#CHAP_Source.PostgreSQL.RDSPostgreSQL
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[Table mappings] (テーブルマッピング) セクションで、コピーするテーブルを 
AWS DMS に伝えます。コピーするスキーマとテーブルの名前を入力します。% を
ワイルドカード文字として使用すると、複数のテーブルまたはスキーマをコピーで
きます。
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準備ができたら、[Create task] (タスクの作成) を選択してレプリケーションタスク
を開始します。

タスクを作成すると、[Database migration tasks] (データベース移行タスク) セクシ
ョンにタスクが [Creating] (作成中) のステータスで表示されます。
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タスクが初期化されると、ステータスは [Starting] (起動中) になります。

既存のデータの移行が完了すると、[Load complete, replication ongoing] (ロード完
了、レプリケーション進行中) のステータスが表示されます。この時点におけるソー
スデータベースに対するすべての更新がターゲットデータベースにコピーされます。
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5.移行を完了し、リソースをクリーンアップする

このレッスンのすべてのステップに従っている場合は、Amazon RDS でフルマネー
ジド SQL Server データベースが新規に作成されており、ソースデータベースから新
しいデータベースにデータをコピーするための移行タスクが作成されています。こ
の最後のステップでは、移行を完了し、AWS DMS リソースをクリーンアップする手
順を学びます。

最初の移行が完了し、すべてのデータが新しいデータベースと同期されると、新し
いデータベースをプライマリデータベースとして使用できるようになります。

これを処理するには、次の 2 つの方法があります。

1.	移行が正しくなされていることに自信がある場合は、新しいデータベースを使用
するようにアプリケーションのデータベース設定を変更できます。これにより、
すべての読み取りと書き込みが確実に新しいデータベースに保存されます。

2.	より慎重に進めることをご希望の場合は、一定期間、両方のデータベースの読み
取りと書き込みを行うことができます。これにより、既存のデータベースで正し
いデータを維持しながら、各データベースの結果を比較して正しいかどうかを確
認できます。

どちらの方法を選択しても、プライマリデータベースとして使用する前に、新しい
データベースが正しいかどうかを徹底的にテストする必要があります。プライマリ
データベースを使用するように切り替えて結果を確認したら、AWS DMS インフラス
トラクチャを削除することができます。

まず、データをレプリケートするためのデータベース移行タスクを停止して削除しま
す。AWS DMS コンソールの [Database migration tasks] (データベース移行タスク) セクションに移動し
ます。削除するタスクを選択し、[Stop] (停止) を選択します。

タスクを停止するには少し時間がかかります。停止したら、もう一度選択
し、[Delete] (削除) を選択します。

https://console.aws.amazon.com/dms/v2/home#tasks
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AWS DMS コンソールの [Endpoints] (エンドポイント) セクションに移動します。ソースエンドポ
イントとターゲットエンドポイントの両方を選択し、[Delete] (削除) を選択します。

次に、AWS DMS コンソールの [Replication instances] (レプリケーションインスタンス) セクションに移動
します。レプリケーションインスタンスが他のレプリケーションタスクで使用され
ていない場合は、そのインスタンスを選択し、[Delete] (削除) を選択します。

最後に、ソースデータベースは使用されなくなったため、終了できます。ソースデ
ータベースが Amazon EC2 で実行されている場合は、Amazon EC2 インスタンスを
終了できます。ソースデータベースが別の場所で実行されている場合は、適切な手
順に従って終了します。

https://console.aws.amazon.com/dms/v2/home#endpointList
https://console.aws.amazon.com/dms/v2/home#replicationInstances
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